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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のレイヤから第２のレイヤまでのインターレイヤ予測を使用してシーンがレイヤの
階層で符号化されているマルチレイヤビデオデータストリーム（４０）を復号化するため
のビデオデコーダであって、前記ビデオデコーダは、前記レイヤの画像（１２，１５）が
再分割されている空間セグメント（８０）における前記マルチレイヤビデオデータストリ
ームの並列復号化をサポートし、前記ビデオデコーダは、
　前記マルチレイヤビデオデータストリームの長期シンタックス要素構造（６０６）を検
査して、
　所定の期間（６０８）中、前記第２のレイヤの前記画像（１５）が確実に再分割されて
、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの間の境界が前記第１のレイヤの前
記画像（１２）の前記空間セグメントの全ての境界に重畳し、かつ、前記所定の期間より
も短い時間間隔（６０４）で、前記第１のレイヤおよび前記第２のレイヤの前記画像の前
記空間セグメントへの前記マルチレイヤビデオデータストリームの短期シンタックス要素
（６０２）に基づいた前記再分割を周期的に決定するように、第１のあり得る値のセット
から値を仮定する前記長期シンタックス要素構造を解釈し、
　前記長期シンタックス要素構造が、第２のあり得る値のセットから値を仮定した場合、
前記所定の期間よりも短い時間間隔で、前記マルチレイヤビデオデータストリームの前記
短期シンタックス要素から、前記レイヤの前記画像の前記空間セグメントへの前記再分割
を周期的に決定して、少なくとも前記短期シンタックス要素の第１のあり得る値に対し、
前記第１のレイヤの前記空間セグメントの前記境界のいずれも覆わない前記第２のレイヤ
の前記画像の前記空間セグメント間の境界が存在し、かつ、少なくとも前記短期シンタッ
クス要素の第２のあり得る値に対し、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメント
間の境界が、前記第１のレイヤの前記空間セグメントの全ての境界に重畳するようになっ
ていて、
　イントラピクチャ空間予測を用いて前記レイヤの前記画像を復号すると共に、それぞれ
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の前記空間セグメントの境界で各空間セグメントの前記イントラピクチャ空間予測を中断
させる；または、
　前記第１のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの境界を越え、かつ、前記第１のレ
イヤの前記画像の前記空間セグメントの前記復号化の間の復号化遅延に従う前記イントラ
ピクチャ空間予測をサポートするのと並行して、前記第１のレイヤの画像の前記空間セグ
メントを復号化することおよび、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの境
界を越え、かつ、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前記復号化の間の
復号化遅延に従う前記イントラピクチャ空間予測をサポートするのと並行して、前記第２
のレイヤの画像の前記空間セグメントを復号化することによって、イントラピクチャ空間
予測を使用して前記レイヤの前記画像を復号化する、ようになっているように構成されて
いるビデオデコーダ。
【請求項２】
　前記レイヤの画像が再分割されるタイルにおける前記マルチレイヤビデオデータストリ
ームのタイル並列復号化をサポートし、
　所定の期間の間、前記第２のレイヤの前記画像が確実に再分割されて、前記第２のレイ
ヤの前記画像の前記タイル間の境界が、前記第１のレイヤの前記タイルの全ての境界に重
複し、かつ、前記所定の期間よりも短い時間間隔で、前記短期シンタックス要素に基づい
て、前記第１のレイヤに対する前記第２のレイヤの前記画像の再分割のタイル改良を周期
的に決定するように、前記第１のあり得る値のセットから前記値を仮定している前記長期
シンタックス要素を解釈し、かつ、
　前記長期シンタックス要素が前記第２のあり得る値のセットから前記値を仮定した場合
、前記所定の期間よりも短い時間間隔で、前記マルチレイヤビデオデータストリームの前
記短期シンタックス要素からの前記タイルへの前記レイヤの前記画像の前記再分割を周期
的に決定して、少なくとも前記短期シンタックス要素の第１のあり得る値に対し、前記第
１のレイヤの前記タイルの前記境界のいずれにも重複しない前記第２のレイヤの前記画像
の前記タイル間の境界が存在し、かつ、少なくとも前記短期シンタックス要素の第２のあ
り得る値に対し、前記第２のレイヤの前記画像の前記タイル間の境界が前記第１のレイヤ
の前記タイルの全ての境界に重畳するようにするように構成された、請求項１に記載のビ
デオデコーダ。
【請求項３】
　前記ビデオデコーダは、イントラピクチャ空間予測を用いて前記レイヤの前記画像を復
号すると共に、それぞれの前記タイルの境界で各タイルのイントラピクチャ空間予測を中
断させるように構成されている、請求項２に記載のビデオデコーダ。
【請求項４】
　所定期間の間、前記第２のレイヤの前記画像が確実に再分割されて、前記第１のレイヤ
の前記画像の各空間セグメントが厳密にｎ個の空間セグメントから成り、ｎは前記長期シ
ンタックス要素構造の値に依存するように、第１のあり得る値からの値を仮定する前記長
期シンタックス要素構造を解釈し、
　前記長期シンタックス要素が第２のあり得る値のセットの中の値にセットされる場合、
前記所定期間よりも短い時間間隔で、前記マルチレイヤビデオデータストリームの前記短
期シンタックス要素に基づいて前記所定期間内のインターレイヤ遅延を周期的に決定する
ように構成された、請求項１に記載のビデオデコーダ。
【請求項５】
　前記第１のあり得る値の中から前記値を仮定するかを問わず、前記長期シンタックス要
素構造に依存して前記マルチレイヤビデオデータストリームの前記第２のレイヤを復号化
するための試行を開始するか開始しないかを決定するように構成されている、請求項１に
記載のビデオデコーダ。
【請求項６】
　前記ビデオデコーダは、ハイブリッドビデオデコーダである、請求項１ないし５のいず
れかに記載のビデオデコーダ。



(3) JP 2016-506196 A5 2018.10.25

【請求項７】
　第１のレイヤから第２のレイヤへのインターレイヤ予測を使用して、シーンをレイヤの
階層においてマルチレイヤビデオデータストリームに符号化して、前記マルチレイヤビデ
オストリームが、前記レイヤの画像が再分割される空間セグメントに並列に復号化可能で
あるように符号化するためのビデオエンコーダであって、前記エンコーダは、
　前記マルチレイヤビデオデータストリームに長期シンタックス要素構造（６０６）およ
び短期シンタックス要素（６０２）を挿入し、前記短期シンタックス要素は、時間間隔に
おける、前記第１のレイヤおよび前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントへの
前記再分割を定義し、
　前記長期シンタックス要素構造を、
　　第１のあり得る値のセットの中の値に設定すると共に、前記時間間隔より長い所定期
間（６０８）の間、前記短期シンタックス要素をあり得る設定のセットの中の適切なサブ
セットに設定し、前記適切なサブセットは、前記所定の期間中、前記第２のレイヤの前記
画像の前記空間セグメントの間の境界が前記第１のレイヤの前記空間セグメントのすべて
の境界に重畳するように、前記第２のレイヤの前記画像が再分割されるように選択される
、値、あるいは、
　　第２のあり得る値のセットの中の値に設定すると共に、前記所定期間の間、前記短期
シンタックス要素をあり得る設定の前記セットのいずれかに設定し、前記あり得る設定の
セットは、前記第１のレイヤの前記空間セグメントの前記境界のいずれにも重畳しない前
記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの間に境界が存在する少なくとも１つの
設定、および、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの間の境界が前記第１
のレイヤの前記空間セグメントの全ての境界に重畳する少なくとももう１つの設定を含む
、値との間で切替え、
　イントラピクチャ空間予測を使用して前記レイヤの前記画像を符号化すると共に、前記
それぞれの空間セグメントの境界で各空間セグメントのイントラピクチャ空間予測を中断
させる；あるいは、
　前記第１のレイヤの画像の前記空間セグメントの境界を越える前記イントラピクチャ空
間予測をサポートし、かつ、前記第１のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前記サ
ブセットの前記エントロピー符号化のための前記エントロピーコンテキスト確率を個別に
初期化する、または、前記サブセット間の順番で、前記第１のレイヤの前記画像の前記空
間セグメントの前のサブセットの前記エントロピーコンテキスト確率を中間的に適合され
た状態で採用すること、および前記第２のレイヤの画像の前記空間セグメントの境界を越
える前記イントラピクチャ空間予測をサポートし、かつ、前記第２のレイヤの前記画像の
前記空間セグメントの前記サブセットの前記エントロピー符号化のための前記エントロピ
ーコンテキスト確率を個別に初期化する、または、前記サブセット間の順番で、前記第２
のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前のサブセットの前記エントロピーコンテキ
スト確率を中間的に適合された状態で採用することによって、前記イントラピクチャ空間
予測を使用して前記レイヤの前記画像を符号化しかつエントロピーコンテキスト確率の適
合を伴うエントロピー符号化を行うように構成されている、ビデオエンコーダ。
【請求項８】
　前記空間セグメントはタイルであり、前記ビデオエンコーダは、
　前記長期シンタックス要素構造を前記第１のあり得る値のセットの中の値に設定する場
合、前記時間間隔より長い所定期間の間、前記短期シンタックス要素を一組のあり得る設
定の中の適当なサブセットに設定し、前記適当なサブセットは、前記所定期間の間に、前
記第２のレイヤの画像のタイルへの再分割が前記第１のレイヤの画像のタイルへの再分割
と一致するまたは精緻化するように選択されている、あるいは、
　前記長期シンタックス要素構造が第２のあり得る値のセットの中の値に設定されている
場合、前記所定期間の間に、前記短期シンタックス要素を前記ありえる設定のセットのい
ずれかに設定して、前記短期シンタックス要素が、前記所定の期間内の少なくとも１回の
時間間隔において、前記第１のレイヤの前記タイルの前記境界のいずれにも重畳しない前
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記第２のレイヤの前記画像の前記タイルの間の境界が存在する、あり得る設定の前記セッ
トの第１のあり得る値に設定され、かつ、前記所定期間内の少なくとも別のもう１回の時
間間隔において、前記第２のレイヤの前記画像の前記タイル間の境界が前記第１のレイヤ
の前記タイルの全ての境界に重畳する、あり得る設定の前記セットの第２のあり得る値に
設定されるようになるように構成された請求項７に記載のビデオエンコーダ。
【請求項９】
　イントラピクチャ空間予測を使用して、前記レイヤの前記画像を符号化すると共に、そ
れぞれの前記タイルの境界で各タイルに対し前記イントラピクチャ空間予測を中断させる
ように構成されている、請求項８に記載のビデオエンコーダ。
【請求項１０】
　前記長期シンタックス要素構造を前記第１のあり得る値の中の値に設定する場合、前記
時間間隔より長い前記所定期間を使用して、前記短期シンタックス要素をあり得る設定の
セットの中の適切なサブセットに設定し、前記適切なサブセットは、前記所定期間の間、
前記第１のレイヤの前記画像の各空間セグメントが第２のレイヤの前記画像の厳密にｎ個
の空間セグメントから成り、ｎは前記長期シンタックス要素構造の値に依存するように選
択されるように構成されている、請求項７に記載のビデオエンコーダ。
【請求項１１】
　第１のレイヤから第２のレイヤへのインターレイヤ予測を使用して、シーンがレイヤの
階層において符号化されたマルチレイヤビデオデータストリーム（４０）を復号化する方
法であって、
　ビデオデコーダは、前記レイヤの画像（１２、１５）が再分割される空間セグメント（
８０）における前記マルチレイヤビデオデータストリームの並列復号化をサポートし、前
記方法は、
　前記マルチレイヤビデオデータストリームの長期シンタックス要素構造（６０６）を検
査するステップと、
　所定の期間（６０８）の間、前記第２のレイヤの前記画像（１５）が確実に再分割され
、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの間の境界が前記第１のレイヤの前
記画像（１２）の前記空間セグメントの全ての境界に重畳するように、第１のあり得る値
のセットの中から値を仮定する前記長期シンタックス要素構造を解釈し、かつ、前記所定
の時間よりも短い時間間隔（６０４）において、前記マルチレイヤビデオデータストリー
ムの短期シンタックス要素（６０２）に基づく、前記空間セグメントへの前記第１のレイ
ヤおよび前記第２のレイヤの前記画像の前記再分割を周期的に決定するように、第１のあ
り得る値のセットの中の値を仮定する長期シンタックス要素構造を解釈するステップと、
　前記長期シンタックス要素構造が、第２のあり得る値のセットから値を仮定した場合、
前記所定期間よりも短い時間間隔で、前記マルチレイヤビデオデータストリームの前記短
期シンタックス要素からの、前記レイヤの前記画像の前記空間セグメントへの再分割を周
期的に決定して、少なくとも前記短期シンタックス要素の第１のあり得る値に対し、前記
第１のレイヤの前記空間セグメントの前記境界のいずれにも重畳しない前記第２のレイヤ
の前記画像の前記空間セグメントの間の境界が存在し、かつ、少なくとも前記短期シンタ
ックス要素の第２のあり得る値に対し、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメン
ト間の境界が前記第１のレイヤの前記空間セグメントの全ての境界に重畳するようにする
ステップを含み、
　前記方法はさらに、
　イントラピクチャ空間予測を使用して前記レイヤの前記画像を復号化すると共に、それ
ぞれの前記空間セグメントの境界で各空間セグメントの前記イントラピクチャ空間予測を
中断させるステップ；または、
　前記第１のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの境界を越え、かつ、前記第１のレ
イヤの前記画像の前記空間セグメントの前記復号化の間の復号遅延に従う前記イントラピ
クチャ空間予測をサポートするのと平行して前記第１のレイヤの画像の前記空間セグメン
トを復号化すること、および、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの境界
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を越え、かつ、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前記復号化の間の復
号化遅延に従う前記イントラピクチャ空間予測をサポートするのと平行して前記第２のレ
イヤの画像の前記空間セグメントを復号化することによって、イントラピクチャ空間予測
を使用して前記レイヤの前記画像を復号化するステップを含むようになっている、方法。
【請求項１２】
　第１のレイヤから第２のレイヤへのインターレイヤ予測を使用して、レイヤの階層にお
いて、シーンをマルチレイヤビデオデータストリームに符号化して、前記マルチレイヤビ
デオストリームが、前記レイヤの画像が再分割される空間セグメントにおいて並列に復号
化可能であるようにする方法であって、前記方法は、
　前記マルチレイヤビデオストリームに長期シンタックス要素構造（６０６）および短期
シンタックス要素（６０２）を挿入するステップであって、前記短期シンタックス要素は
、時間間隔において、前記第１のレイヤおよび前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セ
グメントへの前記再分割を定義するステップと、
　前記長期シンタックス要素構造を、第１のあり得る値のセットの中の値に設定すると共
に、前記時間間隔より長い所定期間（６０８）の間、前記短期シンタックス要素をあり得
る設定のセットからの適切なサブセットに設定するステップであって、前記適切なサブセ
ットは、前記所定の期間中に、前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの間の
境界が前記第１のレイヤの前記空間セグメントの全ての境界に重畳するように、前記第２
のレイヤの前記画像が再分割されるように選択されるステップ、または
　前記長期シンタックス要素構造を、第２のあり得る値のセットの中の値に設定すると共
に、前記所定期間の間、前記短期シンタックス要素をあり得る設定の前記セットのいずれ
かに設定するステップであって、前記あり得る設定のセットは、前記第１のレイヤの前記
空間セグメントの前記境界のいずれにも重畳しない前記第２のレイヤの前記画像の前記空
間セグメントの間に境界が存在する、少なくとも１つの設定と、前記第２のレイヤの前記
画像の前記空間セグメントの間の境界が前記第１のレイヤの前記空間セグメントの全ての
境界に重畳する少なくとももう１つの設定を含むステップ、の間で切替えるステップを含
み、
　前記方法は、更に、
　イントラピクチャ空間予測を使用して前記レイヤの前記画像を符号化すると共に、前記
それぞれの空間セグメントの境界で各空間セグメントに対し前記イントラピクチャ空間予
測を中断させるステップ；あるいは、
　前記第１のレイヤの画像の前記空間セグメントの境界を越える前記イントラピクチャ空
間予測をサポートし、かつ、前記第１のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前記サ
ブセットのエントロピー符号化のためのエントロピーコンテキスト確率を個別に初期化す
ること、または、前記サブセット内の順番で、前記第１のレイヤの前記画像の前記空間セ
グメントの前のサブセットの前記エントロピーコンテキスト確率を中間的に適合された状
態で採用することによって、および前記第２のレイヤの画像の前記空間セグメントの境界
を越える前記イントラピクチャ空間予測をサポートし、かつ、前記第２のレイヤの前記画
像の前記空間セグメントの前記サブセットの前記エントロピー符号化のための前記エント
ロピーコンテキスト確率を個別に初期化すること、または、前記サブセット内の順番で、
前記第２のレイヤの前記画像の前記空間セグメントの前のサブセットの前記エントロピー
コンテキスト確率を中間的に適合された状態で採用することによって、イントラピクチャ
空間予測を使用して前記レイヤの前記画像を符号化しかつエントロピーコンテキスト確率
に適合するエントロピー符号化を行うように構成されている、方法。
【請求項１３】
　コンピュータ上で動作する時、請求項１１または１２に記載の方法を実行するためのプ
ログラムコードを有するコンピュータプログラム。


	header
	written-amendment

